




2.予防指針 

 本研究の最終目的の一つである予防指針の作製には、疫学的調査、病因や病態の解明を

基にし、予測や早期発見の手段を探索しなければならない。 

 本年度の研究において、予防指針作製のために必要な幾つかの重要な事実が明らかにさ

れた。 

 疫学的調査では未熟児で SIDS の発生率が高く、リスクファクターの一つと考えられるこ

と。また家庭環境も少なからず発生に関係しているのではないかと考えられた。一方、法

医学者の間にすら SIDS に対する知識及び認識は全国的にみて広がっておらず、解剖所見に

おける診断基準の確立の必要性が認められた。 

 SIDS の病因および発生桟序に関しては、川崎病など循環器疾患や、内分泌・代謝疾患な

どの存在が死因または未然型の発生原因として重要であることが指摘された。また心筋の

脂質蓄積、刺激伝導系の異常、肝の脂肪変性などについて、SIDSとの新たな関係が問題と

なった。睡眠と無呼吸や徐脈の関係については自律神経系や脳幹部の異常について病態生

理的研究が行われた。不規則な呼吸を営む児にSIDSの発生が多いことは、ほぼ定説となっ

ているが、呼吸波の分折より、未然型 SIDS 児と正常乳児の間では単に呼吸が遅いとか無呼

吸が多発することだけが問題ではなく、他の因子が関与している可能性が示唆された。睡

眠時無呼吸の神経生理学的研究では中枢神経のニューロンの異常や未然型 SIDS は低酸性

脳障害に起因するのではないかとの推測が得られている。また体動と無呼吸の関係につい

ても検討された。 

 SIDS の周産期的リスクファクターについて検討した結果より、SIDS は母親の児に対する

ケアーの不十分な生活環境によるものが多く、未然型 SIDS では fetal distress、ハイリ

スク児に関係したものが多いとの報告があった。 

 いずれの研究も比較的独創性に富み、来年度に予定されている予防指針の作製のために、

重要な基礎的情報を提供したものと考えられる。 


